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（1）  第541号（改版第44号） 2021年（令和3年）婦人ひめじ
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1
月
4
日
㈪
、
姫
路
市
商
工
会

議
所
2
階
・
大
ホ
ー
ル
に
於
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

清
元
市
長
、
石
堂
副
議
長
、
齋
木

会
頭
、
竹
田
会
長
の
新
年
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。恒
例
の
鏡

開
き
は
な
く
、
人
数
制
限
が
あ
り
、

姫
路
市
連
合
婦
人
会
か
ら
は
岩
田

会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

例
年
は
3
月
初
旬
に
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、

12
月
11
日
㈮
、
規
模
を
縮
小
し
て

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

も
、
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
に

貢
献
す
る
た

め
に
活
動
し

て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

12
月
18
日
〜
12
月
27
日
ま
で
の

期
間
、
夜
の
姫
路
城
は
光
で
彩
ら

れ
、
三
の
丸
広
場
は
光
と
音
楽
と

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
融
合
さ
せ
た
色

と
り
ど
り
の
季
節
が
表
現
さ
れ
て

い
ま
し
た
。岩
田
会
長
、
河
南
副
会

長
が
個
々
に
見
に
行
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
す
て
き
な
イ
ベ

ン
ト
に
感
謝
し
て
、
満
た
さ
れ
た

気
分
に

な
り
帰

路
に
つ

き
ま
し

た
。

会
長 

岩
田
稔
恵

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
婦
人
会
活
動
も
思
う
よ

う
に
で
き
ず
、
そ
れ
は
今
も
続
い

て
い
ま
す
。今
年
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
で
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
実
践

し
、
今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
、
前
向
き
に
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

副
会
長 

河
南
眞
稚
子

溝
口
地
区
の
女
性
は
全
員
が
婦

人
会
員
と
規
約
を
定
め
て
ス
タ
ー

ト
し
た
中
寺
校
区
婦
人
会
も
15
年

に
な
り
ま
し
た
。年
令
制
限
を
無

く
し
た
の
で
、
大
半
が
高
齢
者
の

参
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
花
見
、バ
ス
旅
行
、サ
ロ
ン
等
、

誰
も
が
気
軽
に
参
加
し
て
楽
し
ん

で
き
た
の
で
す
が
、
突
然
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
に
よ
り
、

令
和
2
年
度
事
業
が
ほ
と
ん
ど
中

止
や
縮
小
と
な
り
、
地
域
で
の
交

流
の
場
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
溝
口
婦
人
会
創
立

1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。コ
ロ

ナ
が
収
束
し
て
み
ん
な
が
集
ま
れ

る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

副
会
長 

稲
田
恵
子

令
和
2
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。又
そ
れ
に
便
乗
し

た
悪
質
商
法
も
発
生
す
る
な
ど
不

安
な
日
々
が
続
い
た
一
年
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
は
と
ど
ま
る

事
な
く
拡
が
り
続
け
、つ
い
に
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。今

こ
そ
私
達
婦
人
会
は
「
思
い
や
り
、

支
え
あ
っ
て
い
く
」こ
と
の
重
要
性

を
認
識
し
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

美
化
活
動
ク
リ
ー
ン
作
戦

姫
路
城
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

「
姫
路
城
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン

　
　
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア（
ひ
と
と
せ
）」
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あ
い
め
�
せ

フ
�
ス
テ
�
バ
ル

姫
路
市
人
権
・

同
和
教
育
研
究
大
会

日
赤
兵
庫
支
部

創
立
1
3
0
周
年

生
活
学
級
合
同
修
了
式

（3）  第541号（改版第44号） 2021年（令和3年）婦人ひめじ

11
月
21
日
㈯
あ
い
め
っ
せ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

の
後
、
講
演
会
は
料
理
家
の
コ
ウ

ケ
ン
テ
ツ
氏
の
「
み
ん
な
で
作
る

未
来
の
食
卓
」と
題
し
、
お
料
理
の

レ
シ
ピ
を
ま
じ
え
て
の
楽
し
い

ト
ー
ク
を
聴
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

 

11
月
24
日
㈫
、
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
岩
田
会
長
、
稲
田

副
会
長
、
上
野
理
事
が
参
加
し
ま

し
た
。
特
別
講
演
で
は
、「
コ
ロ

ナ
禍
で
問
わ
れ
た
も
の
」
と
題
し

て
（
一
財
）
山
口
県
人
権
啓
発
セ

ン
タ
ー
事
務
局
長
、
川
口
泰
司
氏

の
お
話
を
受
講
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
社
会
矛
盾
や
差
別
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
ま

し
た
。

　

令
和
2
年
、
日
本
赤
十
字
社
兵

庫
支
部
は
創
立
130
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
予
定
さ
れ
て
い
た
記
念
大

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
た
め
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
赤
十
字
活
動
を
支

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

銀
色
有
功
章　

竹
中
安
美

　

金
枠
感
謝
状　

岩
田
稔
恵

　

特
別
感
謝
状

　
　

姫
路
市
赤
十
字
奉
仕
団

2
月
3
日
㈬
に
キ
ャ
ス
パ
ホ
ー

ル
で
予
定
さ
れ
て
い
た
消
費
生
活

講
演
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
で
中
止
に
な
っ
た
た

め
、婦
人
会
活
動
室
に
お
い
て
、生

活
学
級
合
同
修
了
式
の
み
開
催
さ

れ
、
各
校
区
の
代
表
者
が
清
元
市

長
か
ら
修
了
証
書
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ

う
に
活
動
が
で
き
な
い
状
況
の

中
、
そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
し
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。学
習
内
容
の
発

表
は
市
役
所
1
階
に
お
い
て
パ
ネ

ル
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。

中寺校区 水上校区 広峰校区 豊富校区
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フ
�
ロ
�
ア
�
プ
研
修
会

コ
ロ
ナ
禍
の
中

S
O
S
キ
�
�
チ
専
門
研
修

健
康
ひ
�
う
ご
21 

健
康
づ
く
り
推
進
員 

フ
�
ロ
�
ア
�
プ
研
修
会

太
平
洋
全
国
空
爆

犠
牲
者
追
悼
祈
念
式

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
�

姫
路
揚
善
会
表
彰
式

2021年（令和3年） 第541号（改版第44号）  （2）婦人ひめじ

10
月
26
日
㈪
、
手
柄
山
中
央
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
2
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
会
長
の

み
が
出
席
し
献
花
を
し
ま
し
た
。

11
月
4
日
㈬
、
市
川
町
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
て
健
康
ひ
ょ
う
ご

21
県
民
運
動
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。「
結

核
の
常
識
」「
健
康
体
操
」の
後
、
講

演
と
し
て
武
庫
川
女
子
大
学
の
谷

野
永
和
先
生
の

「
高
齢
者
の
低

栄
養
・
フ
レ
イ

ル
予
防
」
の
お

話
し
を
聴
き
ま

し
た
。会
長
を

は
じ
め
数
名
が

出
席
し
ま
し

た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
悪
質
な
詐
欺
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。「
お
か
し
い
な
」

と
思
っ
た
ら
1
8
8
に
電
話
し
ま
し
ょ
う
。

11
月
2
日
㈪
、
姫
路
労
働
会
館

に
て
「
S
O
S
キ
ャ
ッ
チ
専
門
研

修
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。児
童
虐

待
に
関
す
る
事
件
が
後
を
絶
た

ず
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
の
安
全

を
守
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
為

の
講
演
二
題
を
聴
き
ま
し
た
。

連
合
婦
人
会
か
ら
会
長
他
理
事

が
出
席
し
、
河
南
副
会
長
が
代
表

と
し
て
委
嘱
状
を
受
け
取
り
ま
し

た
。

10
月
15
日
㈭
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、
家
森
幸
男
氏
に

よ
る
講
演
会
「
フ
ラ
ン
ス
料
理
は

長
寿
食
か
？
カ
ナ
ダ
に
学
ぶ
食
べ

方
上
手
」
が
開
催
さ
れ
河
南
・
稲

田
副
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
人
の
健
康
寿
命
は
世
界
一

で
、
食
生
活
が
大
き
く
影
響
し
て

い
ま
す
。健
康
ひ
ょ
う
ご
21
県
民

運
動
で
は「
食
は
バ
ラ
ン
ス
、
ご
は

ん
、
大
豆
と
減
塩
で
」の
取
り
組
み

を
続
け
て
い
ま
す
。

11
月
9
日
㈪
、
職
員
福
利
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、「
か
し
こ
い
商
品

選
択
を
身
に
つ
け
よ
う
〜
私
た
ち

が
安
く
て
よ
い
商
品
を
買
え
る
ワ

ケ
〜
」
と
題
し
て
公
正
取
引
委
員

会
近
畿
中
国

四
国
事
務
所

取
引
課
の
課

員
に
よ
る
セ

ミ
ナ
ー
が
あ

り
、
理
事
3

名
が
参
加
し

ま
し
た
。

11
月
11
日
㈬
、
姫
路
揚
善
会
善

行
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今

回
の
表
彰
式
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
役
員
及

び
被
表
彰
者
の

み
の
少
人
数
で

開
催
さ
れ
、記
念

講
演
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
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（5）  第541号（改版第44号） 2021年（令和3年）婦人ひめじ

美味しいご飯ができます。みんな上手にできました。

祈りが通じますように

心
豊
か
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

校区婦人会
11
月
30
日
㈪
、
第
4
回
生
活
学
級
で
、
花
の

北
市
民
広
場
に
お
い
て
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
講
習
会
」
を
開
催
。
講
師
は
三
木
等
先

生
で
す
。

6
か
月
前
に
広

い
部
屋
を
予
約

し
、
当
日
は
フ
ェ

イ
ス
シ
ー
ル
ド
、

マ
ス
ク
、
消
毒
液

の
準
備
を
し
て
、

換
気
も
十
分
に
行

い
実
施
し
ま
し

た
。
い
つ
も
よ
り

お
し
ゃ
べ
り
を
減

ら
し
て
、
色
と
り
ど
り
の
花
を
か
ご
い
っ
ぱ
い

に
い
け
ま
し
た
。
三
木
先
生
の
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
の
お
陰
で
、
素
敵
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

花
も
ち
が
と
て
も
よ
く
長
い
間
楽
し
む
こ
と

が
で
き
、
幸
せ
な
12
月
に
な
り
ま
し
た
。

（
豊
田
多
恵
子
）

1
月
7
日
㈭
、
城
西
女
性
部
有
志
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
一
日
も
早
い
収
束
を

願
い
、
総
社
へ
祈
願
に
行
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

先
の
見
え
な
い
不
安
は
消
せ
ま
せ
ん
が
、
皆
様

と
共
に
感
染
予
防
に
努
め
、
中
止
に
な
っ
た
沢

山
の
行
事
が
復
活
し
て
、
地
域
の
皆
様
の
笑
顔

や
笑
い
声
が
聞
こ
え
ま
す
よ
う
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
頂
き
た
い
で
す
。
ご
く
普
通
の
元
の
生
活

に
戻
り
ま
す
よ
う
祈
り
あ
る
の
み
で
す
。
今
年

は
丑
年
。
歩
み
は
遅
く
て
も
着
実
に
希
望
に
向

か
っ
て
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
山
昌
代
）

総
社
へ
祈
願

城
西
校
区

11
月
8
日
㈰
、
豊
富
公
民
館
で
女
性
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
活
動
推
進
事
業
で
と
ん
汁
と
災
害
救

助
用
炊
飯
袋
（
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
炊
飯
袋
）
を
使

い
、
お
米
を
炊
き
ま
し
た
。
袋
に
は
、
米
と
水

の
分
量
が
表
示
さ
れ
、
熱
湯
で
30
分
沸
で
る
と

簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
試
食
す
る

と
、
炊
飯
器
で
炊
い

た
ご
飯
と
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。　　
（
上
野
裕
美
）

12
月
27
日
㈰
、
豊
富
公
民
館
で
第
6
回
生
活

学
級
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
藤
本
先
生
の
ご

指
導
の
も
と
、
お
正
月
用
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
を
し
ま
し
た
。
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
が
、
毎

回
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
今
年
は
熨
斗
の

折
り
方
も
習
い
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
令

和
3
年
は
す
ば
ら
し

い
年
に
な
る
よ
う
に

心
か
ら
祈
っ
て
い
ま

す
。    　
（
上
野
裕
美
）

ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
炊
飯
袋
を
使
っ
て
…

豊
富
校
区

コ
ロ
ナ
禍
の
中 

心
癒
さ
れ
た

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

水
上
校
区
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▲お猿さん竹馬の上でハイポーズ

▲香寺民俗資料館 ▲日本玩具博物館

生
活
学
級
で「
お
正
月
飾
り
」

活動報告
10
月
18
日
㈰
、
何
も
か
も
が
コ
ロ
ナ
で
制
限

さ
れ
た
中
で
知
恵
を
絞
っ
て
の
施
設
見
学
会
で

し
た
。
行
先
は
町
内
の
「
日
本
玩
具
博
物
館
」

と
「
民
族
資
料
館
」。
近
く
で
い
つ
で
も
行
け
る

為
案
外
行
け
て
い
な
い
所
で
皆
大
喜
び
で
し
た
。

両
館
長
の
説
明
も
丁
寧
で

折
も
折
、
た
っ
ぷ
り
と
ソ

ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

を
取
り
な
が
ら
ゆ
っ
た
り

と
見
学
が
出
来
ま
し
た
。

両
館
共
コ
ロ
ナ
で
人
出
が

大
幅
に
減
少
し
存
続
の
苦

し
さ
を
訴
え
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
又
他
の
皆
様
も
お

気
軽
に
訪
れ
て
差
し
上
げ

て
下
さ
い
ね
。（

山
田
政
子
）

12
月
10
日
㈭
、
ゆ
ず
り
葉
の
長
井
先
生
の
指

導
に
よ
り
「
お
正
月
飾
り
」
を
作
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
参
加
者
は
13

人
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
好
き

な
色
を
選
ん
で
、
素
敵
な
物
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。（
河
南
眞
稚
子
） 中

寺
校
区

現
地
集
合
で
施
設
見
学
会
を
実
施

令
和
2
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
少
し
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
年
度
の
活
動
は
コ
ロ
ナ
に
振

り
ま
わ
さ
れ
未
だ
に
思
う
様
に
実
施
で
き
な
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
少
し
感
染
が
収
ま
っ

た
10
月
30
日
㈮
、
会
場
を
広
峰
公
民
館
か
ら
北

平
野
公
民
館
に
移
し
「
だ
ま
さ
れ
な
い
で　

悪

質
商
法
」
の
研
修
会
を
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相

談
員
の
久
内
和
子
氏
に
お
願
い
し
開
催
致
し
ま

し
た
。
あ
の
手
、
こ
の
手
の
悪
質
商
法
は
本
当

に
恐
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
は
衰
え
を
見
せ
ず

つ
い
に
2
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
は
1
人
ひ
と
り
が
衛
生
行
動

（
手
洗
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
人
混
み
を
避
け

る
等
）
を
徹
底
し
ウ
イ
ル
ス
に
立
ち
向
う
た
め

の
行
動
を
心
が
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　

  　
　
（
稲
田
恵
子
）

11
月
1
日
㈰
、
暖
か
な
秋
晴
れ
の
中
見
野
古

墳
群
和
光
公
園
周
辺
で
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
対
策
の
た
め
野
外
と
し
た
会
場
は
、
市
内
外

か
ら
の
参
加
者
約
2
8
0
0
名
の
方
々
で
に
ぎ

わ
い
、
七
号
古
墳
前
に
新
設
さ
れ
た
舞
台
で
繰

り
広
げ
ら
れ
た
和
太
鼓
シ
ョ
ー
や
猿
ま
わ
し
、

津
軽
三
味
線
シ
ョ
ー
の
催
し
物
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
、
勾
玉
づ
く
り

や
火
お
こ
し
体
験
、
金
魚
・
メ
ダ
カ
す
く
い
、

古
墳
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
に
参
加
し
、
と
て
も
楽
し

そ
う
で
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
（
竹
中
安
美
）

四
郷（
見
野
）校
区

第
15
回 

古
墳
祭
り

広
峰
校
区

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
…
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ご存知ですか？ 国際女性デーご存知ですか？ 国際女性デー

『国際女性デー』は、言語・文化・政治や経済的な壁に関係なく、国や社会に貢献した女性の勇気と
決断を称える日です。1904年3月8日、ニューヨークで婦人参政権を求めて起きたデモをきっかけに、
ヨーロッパやロシアでデモや労働運動が広がりをみせました。その後、国連は1975年を国際婦人年と
することを宣言。毎年3月8日を『国際女性デー』と制定しました。
これまで国連が4回にわたり世界女性会議を開催したことによって、国際的に女性運動が広まり、女
性の権利と政治的・経済分野への参加が進められてきました。現在、『国際女性デー』である3月8日に
は、世界各地で記念行事が行われるほか、それぞれの国の歴史や伝統に応じたさまざまな取り組みがな
されています。

イタリアではこの日を「フェスタ・デラ・ドンナ」と呼び、次第に「女性の日」や「ミモザ祭り」と
して男性から女性へ花を、特にミモザを贈る日として定着しました。この文化が世界に広がり、『国際
女性デー』は「ミモザの日」とも呼ばれるようになりました。
ミモザは、正式にはマメ科ネムノキ亜科アカシア属の総称
で、和名は銀葉アカシアと言います。黄色い小さな花が集まっ
た丸い花が特徴で、花言葉は「感謝・友情・エレガンス」など
とされています。

残念ながら、日本での知名度はまだあまり高くありません
が、近年、企業や一般の女性団体などによる記念事業やイベン
トが開催されており、『国際女性デー』を日本の新たな文化行事
として定着させることを目指しています。
この機会に、わたしたちの国、そして地球上のすべての女性
たちの置かれている地位を見つめなおし、平等に向けて自分た
ちに何ができるか考えてみませんか。

『国際女性デー』という言葉を耳にしたことはありますか？
毎年3月8日は、国連が定めた『国際女性デー（International Women' s Day）』です。
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